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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2012-528196(P2012-528196A)
【公表日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-047
【出願番号】特願2012-513291(P2012-513291)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   7/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/368    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   7/12    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  21/368   　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月27日(2013.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化学構造：
【化１】

　［式中、
　Ｒ、Ｒ’及びＲ”はそれぞれ独立して、（ｉ）水素、（ｉｉ）分枝若しくは非分枝、置
換若しくは非置換のアルキル基、（ｉｉｉ）分枝若しくは非分枝、置換若しくは非置換の
アルケニル基、（ｉｖ）置換若しくは非置換のシクロアルキル基、（ｖ）置換若しくは非
置換のシクロアルキルアルキレン基、（ｖｉ）分枝若しくは非分枝、置換若しくは非置換
のアルキニル基、（ｖｉｉ）置換若しくは非置換のアリール基、（ｖｉｉｉ）置換若しく
は非置換のアリールアルキレン基、（ｉｘ）アセチル基、（ｘ）環内にＯ、Ｎ、Ｓ及びＳ
ｅの少なくとも１つを有する置換若しくは非置換の複素環、（ｘｉ）置換若しくは非置換
のエーテル基又はポリエーテル基、又は（ｘｉｉ）置換若しくは非置換のスルホンアミド
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基を含み；Ｒ、Ｒ’及びＲ”の少なくとも１つが存在し、かつそれが、分枝若しくは非分
枝の置換アルキル基、分枝若しくは非分枝の置換アルケニル基、置換シクロアルキル基、
置換シクロアルキルアルキレン基、分枝若しくは非分枝の置換アルキニル基、置換アリー
ル基、置換アリールアルキレン基、環内にＯ、Ｎ、Ｓ及びＳｅの少なくとも１つを有する
置換複素環、置換エーテル基若しくはポリエーテル基、又は置換スルホンアミド基を含む
フッ素化一価ラジカルを含み、該フッ素化一価ラジカルは１以上のフッ素原子を含み、該
１以上のフッ素原子は両方のケイ素原子から少なくとも原子３個分又は少なくとも共有結
合４つ分だけ離れており、
　ｘ、ｙ及びｚは、それぞれ独立して０、１、２又は３に等しく、
　（ｘ＋ｙ＋ｚ）＝３であり、かつ、
　Ｘはそれぞれ独立して、（ｉ）水素、（ｉｉ）ハロゲン、（ｉｉｉ）分枝若しくは非分
枝、置換若しくは非置換のアルキル基、（ｉｖ）置換若しくは非置換のアリール基、（ｖ
）分枝若しくは非分枝、置換若しくは非置換のアルケニル基、（ｖｉ）分枝若しくは非分
枝、置換若しくは非置換のアルキニル基、（ｖｉｉ）シアノ基、（ｖｉｉｉ）ニトロ基、
（ｉｘ）分枝若しくは非分枝、置換若しくは非置換のアルコキシ基を含むか、又は（ｘ）
任意の２個の隣り合うｘ基が互いに結合して（ａ）置換若しくは非置換の炭素環、又は（
ｂ）置換若しくは非置換の複素環を形成する。］を有する、ペンタセン化合物。
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